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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、典型的には内皮細胞および免疫系細胞に発現する細胞表面糖タンパク質をコードしています。CD11a/CD18型またはCD11b/CD18型のインテグリンに結合し、ライノウイルスの受容体としても利用されます。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：ICAMタンパク質は、白血球接着タンパク質LFA-1（インテグリンα-L/β-2）のリガンドです。白血球の内皮透過において、ICAM1の関与は、SGEFおよびRHOGの活性化を介して内皮頂カップの形成を促進します。ライノウイルス感染の場合、ウイルスの細胞受容体として機能します。,オンライン情報:ICAM-1,オンライン情報:正二十面体カプシド構造,オンライン情報:細胞間接着分子の侵入,多型:ICAM1-Kalifi Met-56 を持つホモ接合体は、脳マラリアのリスクが高いようです。,PTM:モノユビキチン化され、MARCH9 によって促進され、エンドサイトーシスを引き起こします。,類似性:免疫グロブリンスーパーファミリーに属します。ICAM ファミリー。,類似性:5 つの Ig 様 C2 型 (免疫グロブリン様) ドメインを含みます。,サブユニット:ホモダイマー (おそらく)。ヒトヘルペスウイルス 8 型の MIR2 タンパク質 (おそらく) と相互作用します。MUC1 と相互作用し、上皮細胞での細胞凝集を促進します。SGEF と相互作用します。コクサッキーウイルスA21のカプシドタンパク質に結合し、このウイルスの受容体として機能します。
	研究分野
	細胞接着分子（CAM）、ナチュラルキラー細胞を介した細胞傷害、白血球の内皮透過性遊走、ウイルス性心筋炎
	画像データ
	

	ICAM-1抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500に希釈したICAM-1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	1：500希釈のICAM-1ポリクローナル抗体を用いたHepG2細胞のウェスタンブロット解析

